
5

６
月
15
日
、
ホ
ン
ダ
カ
ー
ズ
熊
本
の
４

店
舗
の
代
表
者
で
構
成
す
る
「
安
全
運
転

推
進
本
部
」
に
よ
る
「
安
全
運
転
セ
ミ
ナ

ー
（
以
下
、
セ
ミ
ナ
ー
）」
が
開
催
さ
れ

た
。
安
全
運
転
推
進
本
部
は
、
ク
ル
マ
を

販
売
す
る
企
業
と
し
て
熊
本
県
内
の
交
通

事
故
や
違
反
の
削
減
に
貢
献
す
る
こ
と
を

目
的
に
設
置
さ
れ
た
も
の
。

セ
ミ
ナ
ー
会
場
と
な
っ
た
同
社
出
水
店

の
会
議
室
に
は
45
名
の
お
客
様
が
集
ま
っ

た
。
講
師
は
、
交
通
教
育
セ
ン
タ
ー
レ
イ

ン
ボ
ー
熊
本
の
渡
辺
基
明
イ
ン
ス
ト
ラ
ク

タ
ー
。
ま
ず
、
全
国
と
熊
本
県
の
交
通
事

故
件
数
・
死
者
数
・
負
傷
者
数
の
推
移
を

説
明
。次
に
、交
通
事
故
の
３
要
素
は「
人
」

「
車
」「
環
境
」
で
あ
る
こ
と
、
運
転
の
仕

組
み
が
「
認
知→

判
断→

操
作
」
で
構
成

さ
れ
て
い
る
こ
と
、
そ
し
て
人
的
エ
ラ
ー

は
認
知
ミ
ス
が
多
い
こ
と
を
伝
え
た
。

こ
の
認
知
ミ

ス
を
防
ぐ
た
め

に
、「
運
転
中

は
１
ヵ
所
を
注

午
前
11
時
、
両
者
合
流
し
て
「
同
乗
チ
ェ

ッ
ク
」
の
実
践
指
導
。
コ
ー
ス
は
一
般
道
路

を
想
定
し
、
交
差
点
、
坂
道
、
駐
車
車
両
な

ど
が
設
定
さ
れ
て
い
る
。
１
回
目
、
運
転
指

導
員
が
同
乗
し
て
若
年
者
等
の
運
転
を
チ
ェ

ッ
ク
す
る
。
車
内
で
は
、「
ミ
ラ
ー
だ
け
で

な
く
目
視
で
確
認
し
よ
う
」「
予
告
ブ
レ
ー

キ
を
す
る
と
追
突
防
止
に
な
る
よ
」
と
運
転

指
導
員
が
ア
ド
バ
イ
ス
を
行
っ
た
。
２
回
目

は
、
１
回
目
の
不
十
分
な
点
を
意
識
し
て
も

う
一
度
走
行
。
３
回
目
、
今
度
は
運
転
指
導

員
の
走
行
。「
後
方
よ
し
」「
巻
き
込
み
よ
し
」

と
声
に
出
し
な
が
ら
安
全
確
認
を
行
い
、
若

年
者
等
に
模
範
を
示
し
た
。「
同
乗
チ
ェ
ッ

ク
」
後
、
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
か
ら
見
通
し

の
悪
い
交
差
点
で
の
出
会
い
頭
事
故
防
止
に

つ
い
て
説
明
。「
ま
ず
停
止
線
で
停
止
し
て

安
全
確
認
。
次
に
、
少
し
ず
つ
前
に
出
て
、

周
囲
に
自
分
の
存
在
を
知
ら
せ
る
。
さ
ら
に

見
や
す
い
場
所
ま
で
出
て
か
ら
停
止
。
も
う

一
度
安
全
確
認
を
行
い
ま
し
ょ
う
」
と
ア
ド

バ
イ
ス
し
た
。

午
後
の
研
修
は
１
時
か
ら
。
若
年
者
等
は

動
画
に
よ
る
危
険
予
測
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
を
行
う
。

そ
の
頃
、
運
転
指
導
員
は
「
混
合
交
通
」

の
指
導
法
を
学
ぶ
。
信
号
の
あ
る
交
差
点
、

縦
列
駐
車
、
車
庫
入
れ
な
ど
の
走
行
上
の
注

意
点
を
学
ぶ
。

午
後
２
時
、
両
者
合
流
し
て
「
混
合
交
通
」

の
実
践
指
導
。
若
年
者
等
が
運
転
し
、
運
転

指
導
員
が
同
乗
す

る
。
縦
列
駐
車
や

車
庫
入
れ
の
際
に

は
、
運
転
指
導
員

が
ク
ル
マ
か
ら
降

り
て
ハ
ン
ド
ル
を

切
る
タ
イ
ミ
ン
グ

な
ど
を
若
年
者
等

に
ア
ド
バ
イ
ス
し

た
。

最
後
に
、（
株
）
損
保
ジ
ャ
パ
ン
の
担

当
者
が
万
一
、
交
通
事
故
を
起
こ
し
て
し

ま
っ
た
時
の
対
応
を
説
明
し
、
１
時
間
半

に
わ
た
る
セ
ミ
ナ
ー
は
終
了
し
た
。

運
転
免
許
を
取
得
し
て
約
１
年
と
い
う

参
加
者
は
「
運
転
経
験
の
少
な
さ
を
、
知

識
を
得
る
こ
と
で
補
お
う
と
思
い
参
加
し

ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
運
転
し
て
い
く
上
で
役

に
立
ち
ま
す
」
と
感
想
を
話
し
て
く
れ
た
。

安
全
運
転
推
進
本
部
の
本
部
長
で
あ
る

ホ
ン
ダ
カ
ー
ズ
熊
本
・
代
表
取
締
役
社
長

の
吉
田
三
好
さ
ん
は
「
県
内
の
事
故
や
違

反
を
減
ら
し
て
い
く
た
め
に
は
、
私
た
ち

の
お
客
様
が
事
故
で
痛
い
思
い
を
し
た

り
、
ク
ル
マ
で
人
を
傷
つ
け
る
こ
と
が
な

い
よ
う
に
す
る
こ
と
か
ら
始
め
な
け
れ
ば

い
け
ま
せ
ん
。
セ
ミ
ナ
ー
へ
の
参
加
を
通

じ
て
、
お
客
様
に
安
全
意
識
を
高
め
て
ほ

し
い
の
で
す
」
と
セ
ミ
ナ
ー
開
催
の
背
景

を
語
る
。「
セ
ミ
ナ
ー
は
３
ヵ
月
に
１
回

開
催
し
て
い
く
予
定
で
す
。
セ
ミ
ナ
ー
を

き
っ
か
け
に
、
さ
ら
に
学
び
た
い
と
い
う

お
客
様
に
は
、
実
技
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
が
で

き
る
当
社
主
催
の
ド
ラ
イ
ビ
ン
グ
ス
ク
ー

ル
（
年
２
回
開
催
）
を
ご
案
内
し
よ
う
と

考
え
て
い
ま
す
。
こ
う
し
た
活
動
を
続
け

て
い
く
こ
と
は
、
お
客
様
の
快
適
な
カ
ー

ラ
イ
フ
の
創
造
や
、
お
客
様
と
私
た
ち
の

絆
を
深
め
る
こ
と
に
も
つ
な
が
っ
て
い
く

は
ず
で
す
」。

午
後
３
時
半
か
ら
は
、

合
同
で
「
加
減
速
と
コ
ー
ナ

リ
ン
グ
」
の
研
修
。
30
㎞
／

h
、
40
㎞
／
h
、
50
㎞
／
h

で
、
カ
ー
ブ
を
走
行
す
る
。

ス
ピ
ー
ド
が
上
が
る
に
つ
れ

て
操
作
や
情
報
確
認
が
難
し

く
な
る
こ
と
を
実
際
に
運
転

し
て
体
験
し
、
安
全
に
カ
ー

ブ
を
曲
が
る
に
は
カ
ー
ブ
手
前
で
の
減
速
が

重
要
な
こ
と
を
確
認
し
た
。

研
修
を
担
当
す
る
、
同
社
人
事
労
務
部
労

務
安
全
グ
ル
ー
プ
の
中
村
敦
志
さ
ん
は
「
運

転
指
導
員
は
、
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
か
ら
の

専
門
的
な
指
導
に
よ
り
、
運
転
技
術
は
も
と

よ
り
、
指
導
時
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
ス

キ
ル
な
ど
を
効
果
的
に
習
得
で
き
ま
す
。
若

年
者
に
つ
い
て
は
、
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
の

み
な
ら
ず
、
普
段
と
は
異
な
る
他
の
職
場
の

運
転
指
導
員
か
ら
指
導
さ
れ
る
こ
と
で
一
層

の
安
全
運
転
技
術
の
向
上
が
期
待
で
き
ま

す
。
こ
う
し
た
合
同
研
修
を
実
施
す
る
こ
と

で
運
転
指
導
員
は
、
模
範
運
転
意
識
の
向
上

が
、
若
年
層
は
、
安
全
運
転
意
識
の
向
上
が

期
待
で
き
ま
す
。」
と
合
同
研
修
に
よ
る
相

乗
効
果
で
、
さ
ら
な
る
安
全
運
転
技
術
の
向

上
に
期
待
を
寄
せ
る
。

TRAFFIC ADVICE [四国電力(株) 安全運転指導員･若年者等合同研修]

★交通教育センターから

６
月
３
日
か
ら
６
日
ま
で
の
４
日
間
、
鈴

鹿
サ
ー
キ
ッ
ト
交
通
教
育
セ
ン
タ
ー
に
て
、

四
国
電
力(
株)
の
安
全
運
転
指
導
員
･
若
年

者
等
合
同
研
修
が
行
わ
れ
た
。
同
社
で
は
、

「
車
両
安
全
運
転
指
導
員
」（
以
下
「
運
転
指

導
員
」）
を
選
任
し
、
運
転
指
導
員
が
各
職

場
で
日
頃
の
安
全
運
転
や
交
通
災
害
防
止
に

関
す
る
指
導
・
助
言
を
担
当
し
て
い
る
。
今

回
行
わ
れ
た
研
修
に
は
、
各
職
場
か
ら
運
転

指
導
員
８
名
と
、
若
手
社
員
を
中
心
と
し
た

若
年
者
等
９
名
が
参
加
し
た
。

こ
の
研
修
は
、
①
運
転
指
導
員
は
指
導
法

研
修
、
若
年
者
等
は
運
転
実
技
を
中
心
と
し

た
研
修
、
②
運
転
指
導
員
が
若
年
者
等
を
指

導
す
る
実
践
指
導
研
修
③
運
転
指
導
員
と
若

年
者
等
の
合
同
運
転
研
修
で
構
成
さ
れ
て
い

る
の
が
特
徴
だ
。

６
月
４
日
、
こ
の
日
は
「
同
乗
チ
ェ
ッ
ク
」

と
「
混
合
交
通
」
の
２
つ
の
実
践
指
導
を
中

心
に
研
修
が
行
わ
れ
た
。

午
前
９
時
、
運
転
指
導
員
は
「
同
乗
チ
ェ

ッ
ク
」
の
指
導
法
を
学
ぶ
。
乗
車
前
の
安
全

確
認
が
で
き
て
い
る
か
、
ウ
イ
ン
カ
ー
の
タ

イ
ミ
ン
グ
は
遅
れ
て
い
な
い
か
、
交
差
点
で

安
全
確
認
が
で
き
て
い
る
か
、
な
ど
同
乗
指

導
す
る
際
の
ポ
イ
ン
ト
を
身
に
つ
け
る
。

一
方
、
若
年
者
等
は
コ
ー
ス
ス
ラ
ロ
ー
ム

で
走
行
練
習
。
ア
ク
セ
ル
・
ブ
レ
ー
キ
の
タ

イ
ミ
ン
グ
や
、
ハ
ン
ド
ル
操
作
等
、
運
転
技

術
向
上
を
め
ざ
す
。

合
同
研
修
に
よ
る
相
乗
効
果
で

さ
ら
な
る
安
全
運
転
技
術
向
上
に
期
待
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縦列駐車の方法を運転指導員が若年者等に
伝える

見通しの悪い交差点では、左右の安全
確認をしっかり行う

若年者等は、動画による危険予測トレ
ーニングを行った

スピードが速いと、カーブを曲が
る際の操作が難しくなることを
体験した

同乗チェック後には、運転指導員から若
年者等に注意すべき点をアドバイスする

７月４日、Hondaウエルカムプラザ青山にて、中

村孝司・埼玉県警察本部交通部長より本田技研工業

（株）安全運転普及本部と二足歩行ロボット「ASIMO」

に感謝状が送られた。

安全運転普及本部は、埼玉県警察本部が春の全国

交通安全運動に先駆け、4月５日にJR大宮駅西口イ

ベントスペースで行った「平成20年春の全国交通安

全運動スペシャル～セーフティマインド2008 心か

ら心への交通安全～」に協力。このイベントへの協

力により、埼玉県民の交通安全意識の高揚や交通事

故防止活動を積極的に推進した事が評価された。

視
せ
ず
に
、
た
え
ず
目
を
動
か
す

こ
と
が
重
要
」「
右
折
待
ち
の
時

は
、
一
瞬
だ
け
見
た
対
向
車
と
の

距
離
で
行
け
る
か
ど
う
か
を
判
断

す
る
の
で
は
な
く
、
相
手
が
ど
の

く
ら
い
の
速
度
で
近
づ
い
て
い
る

か
を
考
え
て
判
断
す
る
こ
と
が
重

要
」
な
ど
、
渡
辺
さ
ん
が
ア
ド
バ

イ
ス
。

さ
ら
に
、
交
通
教
育
セ
ン
タ
ー
の
研
修

で
使
用
し
て
い
る
動※
画
K
Y
T
の
映
像
を

参
加
者
に
見
せ
、
途
中
で
映
像
を
止
め
て
、

ど
ん
な
危
険
が
あ
る
か
考
え
て
も
ら
う
。

場
面
は
交
差
点
の
右
左
折
、
駐
車
車
両
の

脇
の
通
過
な
ど
。
各
場
面
で
の
注
意
す
べ

き
ポ
イ
ン
ト
を
解
説
し
た
。

閉講の挨拶を行うHonda
Cars熊本・代表取締役社長
の吉田三好さん

●Honda Cars 熊本・安全運転セミナー

事故防止に役立つ知識を提供し、
お客様の安全意識を高める

Hondaグループから

SAFETY
REPO

セミナーでは熊本県内の交通事故状
況や、事故防止のためのポイントな
どが参加者に説明された動画KYTの映像を見せ、参加者に危険を感じる場

面で手をあげてもらう

●本田技研工業（株）
安全運転普及本部とASIMO

交通安全イベントへの協力で
埼玉県警察本部より感謝状

※動画KYT＝実際に起こりうる危険場面をコンピュータグラフィックスによる動画で再現。どの場面でどういう危険を感じたか、
危険を招かないためにはどうすればよいかなどを指導者と一緒に振り返り、危険予測能力を高めるトレーニング。

TOPICS
1

7月22日、ホンダ輸送グルー
プ安全協議会「交通安全標語・
ポスター表彰式」が鈴鹿サーキ
ットホテルけやきホール（三重
県鈴鹿市）で開催された。同協
議会は本田技研工業（株）の製
品輸送業務に携わる日本梱包運

輸倉庫（株）、ホンダ運送（株）、（株）ホンダロジスティクスで構
成され、3社とその協力会社が一体となって、交通事故ゼロをめざ
すことを目標に、安全運転の啓蒙と意識高揚のための教育・指導・
広報活動を行っている。
同協議会では、毎年交通安全啓発活動の一環として交通安全標
語・ポスターを各社の社員とその家族から募集し、表彰を行ってい
る。今年、標語の部には、5140名より6713点の応募があり、最優
秀賞各社1名、優秀賞各社3名が表彰された。また、ポスターの部
には、263名より355点の応募があり、最優秀賞各社1名、優秀賞
各社1名、子ども賞（幼児・小学校低学年・高学年の３部門）各社
３名が表彰された。
最優秀賞に選ばれた標語は以下の通り。
●「ゆっくりスタート　やさしくストップ　エコドラ実践　事故
防止」日本梱包運輸倉庫（株）・久保俊一さん
●「仲間に話そうヒヤリ体験　聞いて活かそう　自分の行動」
ホンダ運送（株）・坂口俊也さん
●「心のゆとりと車間距離　大きくひろげて　守れる未来」
（株）ホンダロジスティクス・内山加央里さん
また、ポスターの部では、日本梱包運輸倉庫（株）･久保朋之さ
ん、ホンダ運送（株）・ 田佳代子さん、（株）ホンダロジスティ
クス・森由美子さんが最優秀賞に輝いた。

TOPICS
2

●ホンダ輸送グループ安全協議会
交通安全標語・ポスター表彰式

家族で交通安全を考える
標語・ポスターの表彰式




